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令和２年 10 月 26 日 市民部 創造都市・文化振興課

報 道 発 表
℡ 053-457-2413 担当：遠部、井ノ口、今井 

浜松市と大学との連携事業～大学生による講座～

「特殊詐欺撃退すごろく」の開催について 

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」

浜松市は、浜松学院大学、静岡文化芸術大学、常葉大学、静岡大学、聖隷クリストフ

ァー大学と連携して、大学生による講座を開催しています。本年度は新型コロナウイル

ス感染症拡大防止の観点から、大学及び開催施設と検討を重ね、新生活様式に合わせた

講座運営にも取り組んでいます。 

今回、常葉大学健康プロデュース学部の学生が、協働センター・ふれあいセンター等

での生涯学習事業についての理解を深め、地域特性を踏まえた上で、自ら企画・立案し、

以下のとおり講座を行います。 

〈講座概要〉 

１ 講 座 名：特殊詐欺撃退すごろく  

２ 日  時：令和２年 11 月５日（木）午前 10 時～11 時 30 分 

３ 会  場：引佐多目的研修センター ２階 視聴覚研修室 

        浜松市北区引佐町井伊谷２４８－１８６ 

       （問い合わせ：引佐協働センター TEL（０５３）５４２－１１１２） 

４ 内  容：「自分は絶対に騙されない」と思っている特殊詐欺の現状について、

クイズとすごろくを通したゲーム形式で、被害に遭わないよう学びま

す。                （別添「募集チラシ」参照） 

５ 募集定員：60 歳以上の方  18 名 

６ 学生講師：常葉大学 健康プロデュース学部 心身マネジメント学科 学生 

７ 指導教官：常葉大学 健康プロデュース学部 准教授 木村 佐枝子

※「浜松市と大学との連携事業」 

浜松市と大学が連携・協力して、浜松市の生涯学習を一層推進することを目指す事業です。

本事業は、協働センター等生涯学習施設で行われている講座の開催に、知の財産といえる大学

生が持つ学習成果を活用し、学生自らが講師となって市民と互いに自己の学びを深めることを

目的としています。現在５大学と連携し、今年度は 10 年目となります。

【資料１－１】



【資料１－１】

●　申込・問合せ先

　　　電話：５４２－１１１2　８時３０分～１７時１５分

FAX：５４２－３３１９（土日・休日を除く）

受付方法

ふりがな

氏　　　名

男
・
女

携帯電話

不要

性別

  未だに被害がなくならない特殊詐欺について、すごろくとクイズ
形式で学ぼう。お気軽にご参加ください。

【日　時】

１０月１日（木）午前８時３０分より、引佐協働センター窓
口、電話又はＦＡＸで、お申込みください。定員になり次第
締め切ります。

【受付・申込】

【講　師】

無　料【費　用】

　　　浜松市引佐協働センター

常葉大学・常葉大学健康プロデュース学部学生

６０歳以上　１８名（先着順）　

引佐協働センター　浜松市と常葉大学との連携事業

年齢

【対象・定員】

【主　催】 　浜松市、常葉大学

引佐多目的研修センター ２階　 視聴覚研修室

１１月５日（木）午前１０時～１１時３０分（９時３０分から受付)

「特殊詐欺撃退すごろく」講座

【会　場】

窓口・電話・ＦＡＸ

〒

費用無料FAX送付窓口受取
プログラム
配布方法

固定電話

郵送

【その他】

マスク、水分補給用の飲み物、筆記用具

講座風景の写真を市や大学の刊行物、ホームページなどに掲
載させていただくこともあります。ご了承の上、お申込みく
ださい。

歳

電　　話

「特殊詐欺撃退
すごろく」講座

講座名 住　　所

【持ち物】

受講申込書（ 月 日）
キリトリ

○申込人数 /   １８



【資料１-２】

令和２年度浜松市と大学との連携事業　開催日時等取りまとめ表

No.
大
学
名

指導教員
（サークル名等）

場所
講座名・内容等
（対象・募集人数）

回
数

初回日時・時間

学
生
講
師
数

（
延
べ

）

講
師
数

2回目以降

1
聖
隷 泉　良太　教授 新津協働センター

「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」
（どなたでも・30人）

1 9月14日(月) 13：30～15：00 6 6

2
学
院 大野木龍太郎 教授 入野協働センター

「楽しく防災を学ぼう～大切な人の命を守るため
にできることは何だろう～」
（小学生・保護者20組40名）

1 10月3日(土) 9：30～12：00 10 10

3
常
葉 井口　睦仁   講師 水窪文化会館

「めざせアスリート!　走る、跳ぶ、勝つため
の筋肉の動き」　(小学生・20人)

1 10月 3日（土） 14：00～15：00 6 6

4
文
芸 井上　由里子　准教授 北浜南部協働センター

「お芝居プロジェクト！」
（中学生・6人）

6 10月3日（土） 13:00～16:00 6 36
②10/10（土）　③10/17（土）
④10/24（土）　⑤10/31（土）
⑥成果発表　11/7（土）　13:00～

5
常
葉 井口　睦仁   講師 浜名協働センター

「めざせアスリート!　走る、跳ぶ、勝つため
の筋肉の動き」(小学生・20人)

1 10月10日（土） 14：00～15：00 6 6

6
常
葉 木村　佐枝子　准教授 和地協働センター

「特殊詐欺撃退すごろく」
（成人・高齢者・20人）

1 10月15日（木） 10：00～11：30 5 5

7
学
院 大野木龍太郎 教授 県居協働センター

「楽しく防災を学ぼう～大切な人の命を守るため
にできることは何だろう～」
（小学生・保護者20組40名）

1 10月18日(日)　9：30～12：00 10 10

8
聖
隷 泉　良太　教授 麁玉協働センター

「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」
（どなたでも・30人）

1 10月19日(月) 14：30～16：00 6 6

9
聖
隷   秋山恵美子 助教 北部協働センター

「フレイルの危険サインを発見！楽しく自分で健
康チェックをしよう！」（一般/高齢者20名） 1 10月21日(水) 13：30～15：30 10 10

10
静
大 立岡　浩一教授 蒲協働センター

「わくわく工作教室」
（小学生20名） 1 10月24日（土）9：30～11：30 14 14

11
学
院 大野木龍太郎 教授 神久呂協働センター

「楽しく防災を学ぼう～大切な人の命を守るため
にできることは何だろう～」
（小学生・保護者20組40名）

1 10月24日（土）午後 10 10

12
常
葉 木村　佐枝子　准教授 長上協働センター

「特殊詐欺撃退すごろく」
（成人・高齢者・20人）

1 10月29日（木） 10：00～11：30 5 5

13
学
院 大野木龍太郎 教授 天竜協働センター

「わくわく鬼ごっこスクール」
（小学生　40名）

4 11月2日（月） 16：00～17：30 9 36
②11月9日③11月30日③12月7日
いずれも16：00～17：30

14
聖
隷   秋山恵美子 助教 富塚協働センター

「フレイルの危険サインを発見！楽しく自分で健
康チェックをしよう！」（一般/高齢者20名） 1 11月4日(水) 13：30～15：30 10 10

15
常
葉 木村　佐枝子　准教授 引佐協働センター

「特殊詐欺撃退すごろく」
（成人・高齢者・20人）

1 11月5日（木） 10：00～11：30 4 4

16
聖
隷

黒野　智子　准教授
神﨑　江利子　講師
村松　美恵　助教
室加　千佳　助教

富塚協働センター

おにいちゃん、おねえちゃんになるための
「赤ちゃんのお世話講座」

対象：新しい家族を迎える予定のご家族　5組
（２歳から小学校6年生くらいまでのお子さんとご家族、

おじいさん・おばあさん）

1 11月6日（金）13:30～15:00 8 8



【資料１-２】

No.
大
学
名

指導教員
（サークル名等）

場所
講座名・内容等
（対象・募集人数）

回
数

初回日時・時間

学
生
講
師
数

（
延
べ

）

講
師
数

2回目以降

17
常
葉 松村　剛志 　准教授 可美協働センター

WalkingをThinking
～あなたに合った歩き方を考えましょう～

（地域在住高齢者・10人程度）
2 11月12日（木） 18：00～20：00 5 10 　11月19日（木）18：00～20：00

18
聖
隷

根地嶋　誠 准教授
高山　真希　助教

北浜小学校
（北浜南部協働センター）

自分の身体機能や運動能力を調べてみよう！
体の仕組みについて

（北浜小/北浜南小・6年生）
2 11月13日(金) 13：45～15：25 8 8

19
静
大 立岡　浩一教授 南部協働センター

「わくわく工作教室」
（小学生15名） 1 11月14日（土）9：30～11：30 14 14

20
聖
隷 髙橋　大生助教 佐久間協働センター

みんなで心も体も元気になろう！　健康寿
命を延ばす予防と対策
（高齢者・20名)

1 11月20日（金） 14:30-15:30 6 6

21
聖
隷

根地嶋　誠 准教授
高山　真希　助教

北浜南小学校
（北浜南部協働センター）

自分の身体機能や運動能力を調べてみよう！
体の仕組みについて

（北浜小/北浜南小・6年生）
2 11月20日(金) 13：45～15：25 8 8

22
常
葉 井口　睦仁   講師 二俣小学校

「めざせアスリート!　走る、跳ぶ、勝つため
の筋肉の動き」　(小学生・20人)

1 11月21日（土） 14：00～15：00 6 6

23
常
葉

松村　剛志
准教授

都田協働センター
WalkingをThinking

～あなたに合った歩き方を考えましょう～
（地域在住高齢者・10人程度）

2 11月26日（木） 18：00～20：00 5 10 　12月 3日（木）18：00～20：00

24
聖
隷 髙橋　大生助教 熊ふれあいセンター

みんなで心も体も元気になろう！　健康寿
命を延ばす予防と対策
（高齢者・21名)

1 11月27日（金） 14:30-15:30 6 6

25
聖
隷 矢部　広樹　助教

クリエ-ト浜松1階
創造活動室

（中部協働センター）

みんなで筋肉学　筋肉を学んで、肩こり・腰
痛に負けない体を作る
（一般/高齢者・15名)

1 11月27日（金） 14：00～15：00 6 6

26
文
芸

　ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ ｻﾘｯﾁ 教授
　ﾆｺﾗｽ ｼﾞｪｰﾑｽ ｸｰﾊﾟｰ

特任講師
東部協働センター

「English Workshop for Kids ～英語で遊ぼ
う！～」（小学生・20人）

1 11月28日（土） 9:30～11:30
10
見込

10
見込

27
常
葉 平松　なをみ　講師 佐鳴台協働センター

「ドレミの歌」でリトミック
（3～5歳児と親子13組）

1 11月29日（日） 10：00～11：00 3 3

28
聖
隷 泉　良太　教授 積志協働センター

「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」
（どなたでも・30人）

1 11月30日(月) 15：00～16：30 6 6

29
常
葉 平松　なをみ　講師 伊佐見協働センター

「ドレミの歌」でリトミック
（3～5歳児と親子13組）

1 12月 5日（土） 10：00～11：00 3 3

30
常
葉 村上　高康　准教授 三ヶ日協働センター

「自分でできるセルフケア」
（中学生・30人）

1 12月 5日（土） 10：00～11：30 6 6

31
聖
隷

根地嶋　誠 准教授
高山　真希　助教

可美協働センター
自分の身体機能や運動能力を調べてみよ

う！体の仕組みについて
（可美：小学生・20名）

1 12月5日(土) 13：3０～15：00　 8 8

32
常
葉 村上　高康　准教授 篠原協働センター

「自分でできるセルフケア」
（中学生・30人）

1 12月12日（土） 10：00～11：30 6 6

33
常
葉 村上　高康　准教授 曳馬協働センター

「自分でできるセルフケア」
（中学生・30人）

1 12月19日（土） 14：00～15：30 6 6
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No.
大
学
名

指導教員
（サークル名等）

場所
講座名・内容等
（対象・募集人数）

回
数

初回日時・時間

学
生
講
師
数

（
延
べ

）

講
師
数

2回目以降

34
常
葉 村上　高康　准教授 笠井協働センター

「自分でできるセルフケア」
（中学生・30人）

1 12月19日（土） 10：30～12：00 6 6

35
聖
隷   秋山恵美子 助教 三方原協働センター

「フレイルの危険サインを発見！楽しく自分で健
康チェックをしよう！」（一般/高齢者20名） 1 1月6日(水) 13：30～15：30 10 10

36
聖
隷 矢部　広樹　助教 西部協働センター

みんなで筋肉学　筋肉を学んで、肩こり・腰痛に
負けない体を作る
（一般/高齢者・16名)

1 1月15日（金） 14：00～15：00 6 6

37
聖
隷 泉　良太　教授 細江協働センター

「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」
（どなたでも・30人）

1 2月26日(金) 10：00～11：30 6 6

38
聖
隷 小林　マヤ　准教授 三方原協働センター

「ことばのない世界にようこそ！」
（小学1～3年・10名）

1 3月23日（火）13:00～14:30 4～6 4～6

【
静
岡
新
聞
令
和
２
年
６
月
２
７
日

(土
)】

生
涯
学
習
１
６
講
座
秋
開
講

浜
松
市
の
大
学
連
携
事
業
方
針



【中日新聞 令和２年９月１５日(火)】 

聖隷クリストファー大学「認知症予防“海馬”を鍛えよう！！」 

＜9月 14 日・新津協働センター＞ 

【静岡新聞 令和２年１０月９日(火)】

常葉大学 

「めざせアスリート 

～走る・跳ぶ・勝つための筋肉の動き～」

＜10月 3日・水窪文化会館＞ 

速く走るこつを学び、快走する児童ら

【静岡新聞 令和２年１０月１６日(金)】 

常葉大学「特殊詐欺撃退すごろく」 

＜10 月 15 日・和地協働センター＞ 

すごろくで詐欺対策学ぶ 常葉大学の学生が考案 



【資料2－１】旧様式

年 月 日

（ 男 ･ 女 ）

〒 （ ） － （ ） （ ）

１ 　公民館・協働(ふれあい)センター 経験あり （施設名　： ）

２ 　公民館・協働(ふれあい)センター 経験なし

　※その他実績があれば、実施年・場所等をお書きください。

（ ）

１ 年齢について １ 年齢について

Ａ 　年齢層を限定（ 歳 ～ 歳 位 ） Ａ 　年齢層を限定（ 歳 ～ 歳 位 ）

Ｂ 　特に限定しない Ｂ 　特に限定しない

２ 障がいのある方への対応について ２ 障がいのある方への対応について

Ａ 　健常者のみの対応しか行えない Ａ 　健常者のみの対応しか行えない

Ｂ 　障がいのある方へも対応できる Ｂ 　障がいのある方へも対応できる

３ その他要望があればお書きください ３ その他要望があればお書きください

（ ） （ ）

（ ） 協働(ふれあい）センター事業のみ講師として行いたい。

（ ） 協働（ふれあい）センター以外でも講師として行うことができる。

（ ） 紹介依頼のあった相手に電話番号や住所等を知らせてもよい。

※紹介依頼のあった方と登録者が直接連絡を取り合う方法。

（ ） 相手に電話番号や住所等を知らせては困る。

※市を介して登録者と連絡を取り合う方法。

浜 松 市 生 涯 学 習 講 師 登 録 用 紙　( 新規 ・ 変更 )～R1.9月まで

受付施設/課　受付印

創造都市・文化振興課使用欄 ※ここは記入しないでください。

（変更時に記載）

登録番号

分
類

直
紹
介

協
以
外

【講師紹介について】※（ ）に○印をつけてください。

協働(ふれあい)センター以外の他施設への対応について（学校や公的施設、民間で行う事業等を指します）

講師紹介依頼があった場合の対応について

講座内容
の概要

講師可能地域
※A,Bどちらかに
○印をつけて
ください。

講師実績
※１,２どちらかに
○印をつけて
ください。

【講座内容について】

テーマ
講座名

可能日時
月 ・ 火 ・  水 ・  木 ・  金 ・  土 ・ 日
午前 ・ 午後 ・ 夜間 ・ いつでも

講師可能地域
※A,B,Cどれかに
○印をつけて
ください。

  A  自宅近隣
  B  旧浜松市内のみ
  C  浜松市内どこでも可能交通手段 自家用車・二輪・バス等・他(         ）

教授内容
専門分野

学習歴又は
所持する資格

所属・勤務先
等の所在地

勤務先又は
携帯電話番号

－

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

職業等
所属・勤務先
等の名称

－

住所
自宅

電話番号

市外局番

－

年 月 日

フリガナ 性別

氏名 生年月日

登録日：

協
経
験



【資料2－１】新様式

生年月日

性別

交通手段

分類 対象

受講者の負担金額 受講者が準備する物 障がいのある方への対応

円 可・応相談・不可

分類 対象

受講者の負担金額 受講者が準備する物 障がいのある方への対応

円 可・応相談・不可

分類 対象

受講者の負担金額 受講者が準備する物 障がいのある方への対応

円 可・応相談・不可

浜松市生涯学習講師登録用紙

講座名 プログラム・講座内容

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（〒　　　　　－　　　　　　）

☆今後、講師対象の講座やイベントの際のご案内を、メール等で連絡することを　

☆講師紹介の依頼があった場合には、必ず市の職員より連絡させていただきます。その上で、上記個人情報の開示に
ついて確認させていただきます。

（　　希望する　　・　　希望しない　　）

　１．講師経験のある方で、今後も引き続き提供できる講座のある方

A

学校での活動

経験有もしくは今後可能
　・

　　　経験無もしくは不可

対象とする校種

小学校　・　中学校　・　高校

プログラム・講座内容講座名

できる　　・　　できない　　・　　できないが、やってみたい

(ふりがな）

氏名

住所

E－ｍａｉｌもしくはＦＡＸ

オンライン講座開催
（Zoom等）

勤務先・所属先

ＨＰ・ブログ
等のＵＲＬ

※講師経験がない方は裏面２へ
※講師経験がある方で、新しい講座にチャレンジしたい方は裏面２にも記入する。

C

学校での活動

経験有もしくは今後可能
　・

　　　経験無もしくは不可

授業形態
①　講義　　・　　作業（実習）
②　教室　・　屋外　・　その他

（体育館やホール等）

③　主で指導が可能　・
　　　　　　　　指導の補助が可能

その他（希望する設備や条件等）

講座名 プログラム・講座内容

講師を経験した場所/期間
※「なし」の場合は裏面２へ

講師を経験した場所/期間
※「なし」の場合は裏面２へ

講師を経験した場所/期間
※「なし」の場合は裏面２へ

B

学校での活動

西暦　　　　　年　　　月　　　日

女　　　・　　　男

電話番号
つながりやすい方に○
を付けてください。

自宅

携帯

講師をする上
で活用したい
資格等

四輪・二輪・自転車・徒歩・公共交通機関

小学校　・　中学校　・　高校

その他（希望する設備や条件等） 授業形態
①　講義　　・　　作業（実習）
②　教室　・　屋外　・　その他

（体育館やホール等）

③　主で指導が可能　・
　　　　　　　　指導の補助が可能

①　講義　　・　　作業（実習）
②　教室　・　屋外　・　その他

（体育館やホール等）

③　主で指導が可能　・
　　　　　　　　指導の補助が可能

対象とする校種

対象とする校種

小学校　・　中学校　・　高校

その他（希望する設備や条件等） 授業形態

経験有もしくは今後可能
　・

　　　経験無もしくは不可

登録日 登録番号

　　年　　　月　　　日　

コミュニティ・スクール（令和6年度までに全校で完全に実
施）が本格的に始まったことを受け、学校や学校支援

コーディネーターから地域人材の問い合せが協働セン

ター・ふれあいセンターにあった際、職員が情報を提供

できるように、生涯学習施設の活動だけにとどまらず、地

域の学校でも活動ができるかどうかの意思確認の欄を

加えた。

名簿一覧を見るだけでは分からない

情報（実際にその講師が講座をしてい

る様子や講師の人柄などの情報）を問

い合わせることができるように、講師を

経験した場所と期間を記入してもらう

ようにした。情報を共有することで、よ

り講師を見える化し、活用できるもの

にする。

SNSの利用者が増えてい
るため、講師の活動内容

をすぐに見て知ることがで

きる。また新生活様式に合

わせた講座運営も考えら

れるようオンライン講座の

開催が可能かどうかの確

認をする。



分類 対象

受講者の負担金額 受講者が準備する物 障がいのある方への対応

円 可・応相談・不可

分類 対象

受講者の負担金額 受講者が準備する物 障がいのある方への対応

円 可・応相談・不可

分類 対象

受講者の負担金額 受講者が準備する物 障がいのある方への対応

円 可・応相談・不可

月

火

水

木

金

土

日

☆　NPO法人や地域活動団体での活動　　 　可　　・　　否

①　講義　　・　　作業（実習）
②　教室　・　屋外　・　その他

（体育館やホール等）

③　主で指導が可能　・
　　　　　　　　指導の補助が可能

プログラム・講座内容

　２．講師経験のない方、もしくは講師経験はあるが新しくチャレンジしたい講座がある方

対象とする校種

小学校　・　中学校　・　高校

その他（希望する設備や条件等） 授業形態

講座名

講師可能地域 Ａ．自宅近隣（　　　　　　　　　　　）　　Ｂ．隣接地区（　　　　　　　　　　）　Ｃ．市内どこでも可

講師可能日時

小学校　・　中学校　・　高校

その他（希望する設備や条件等） 授業形態
①　講義　　・　　作業（実習）
②　教室　・　屋外　・　その他

（体育館やホール等）

③　主で指導が可能　・
　　　　　　　　指導の補助が可能

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

午前　・　午後　・　夜間　・　いつでも

学校での活動

経験有もしくは今後可能
　・

　　　経験無もしくは不可

対象とする校種

小学校　・　中学校　・　高校

講師希望施設
協働センター
ふれあいセンター等

C

講座名 プログラム・講座内容

B

その他（希望する設備や条件等） 授業形態
①　講義　　・　　作業（実習）
②　教室　・　屋外　・　その他

（体育館やホール等）

③　主で指導が可能　・
　　　　　　　　指導の補助が可能

講座開催に向けて不安なこと、
知りたいこと、自己ＰＲ等

講座開催に向けて不安なこと、
知りたいこと、自己ＰＲ等

講座開催に向けて不安なこと、
知りたいこと、自己ＰＲ等

学校での活動

経験有もしくは今後可能
　・

　　　経験無もしくは不可

講座名 プログラム・講座内容

対象とする校種

A

学校での活動

経験有もしくは今後可能
　・

　　　経験無もしくは不可



【資料２－２】

生涯学習って？ボランティアの意義は？協働と共同の違いってなんだろう？ 
充実している人はきれいでかっこいい！元気になる生涯学習ボランティアの方法を講師
２名が伝えます。 
講座後半では、楽しい実技「着物にふれてみよう！まずはゆかたから♪」「樹木剪定の基
本を知って自分の庭や街をグレードアップ！」を開催します。 

 ｘｘ 

実例紹介「可美地区でのボランティア事例」 岡本眞理氏（添え木の会 会長） 
・静岡県 人づくり推進員、 浜松市コミュニティスクール 学校支援コーディネーター、 保護司 

日時 令和２年１２月８日（火） 
１３時３０分～１６時００分（受付１３時から） 

会場 可美協働センター １Fホール（実技講座は和室または庭園で行います） 

定員 ３０名（参加無料）※講演①②・実技・実例紹介に参加可能な方 
※講演①②はオンライン（ZOOM）配信します。講演のみの ZOOM 受講は 60 名まで受付可能です。

ご希望の方はメールにてお申し込みください。ZOOM のご案内を送付します。 
★ 申 込 み ★ 

１１月２０日（金）午前９時までに窓口・電話・インターネットメールで申し込みください。 
（kami-k@city.hamamatsu.shizuoka.jp）（お名前・性別・住所・電話番号・年代・希望する実技講座番号） 

◎メールアドレス間違いにご注意ください。
・申込み多数の場合には、同日午前１０時より抽選を行います。立ち合い可能です。 
・抽選の結果はお問い合わせ（２０日午後から）ください。受講可能な方には、こちらからご連絡します。 
・定員に満たない場合は、同日午後から電話で受付をします。（日曜・祝日を除く午前９時～午後５時） 

   お問い合わせ   可美協働センター   ４４０－０００７

実技講座① 

「着物にふれてみよう！まずはゆかたから♪」 

定 員 １５名 

持ち物 ※ご自宅にある方はお持ちください。

    ゆかた・ 腰ひも（2本）、ゆかた帯 

講 師 石田信子氏（着物着付け講師） 
☆着付け体験ができるよう T シャツ等を下に着てきてくださ

い。 

☆成人式のきものの着崩れを直すボランティアも募集中です。

実技講座② 

「樹木剪定の基本を知って自分の庭や街を 

グレードアップ」 

定 員 １５名 

持ち物 作業用軍手 
  ※以下の物がご自宅にある方はお持ちください 

ドイツバサミ・和バサミ・刈込バサミ・のこぎり

講 師 創作園  柴立一彦氏  
40 年以上の経験を持ち、寺院の庭管理や住宅の造園 

ガーデニングを手掛けている。

※実技講座は選択制になります、申込み時に希望講座をお伝えください。 

市委託 南区第５号 

回 覧
浜 松 市 可 美 協 働 セ ン タ ー 

令和2年 10月 20日号 第12号

・元浜松市教育ｾﾝﾀｰ長、前浜松市市民協働ｾﾝﾀｰ長、元浜松市立東部中学校長 

・浜松ヒューマンセミナー・浜松市民アカデミー・三遠南信文化交流・生涯学習

ボランティア養成講座を生み出す等、浜松市の生涯学習発展のために尽力。 

・信条は「人と同じことはするな」「手柄は人にくれてやれ」 

・認定NPO法人 魅惑的倶楽部（エキゾチッククラブ）理事長、元中学校教員 

・市民協働のエキスパートとして、各地で講演活動を行っている。また、小中高

校生への命の大切さを伝える「命の講話」や、キャリア教育・ボランティア・

社会貢献活動についての講演も数多く手掛けている。 

講演①「ボランティアって何？ホントに必要なの!?」須山嘉七郎氏（常葉大学地域貢献センター顧問）

講演②「協働と共同の違い、地域を支えるボランティア活動」鈴木恵子氏（市民協働ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長） 



【資料３】 

SNS での情報発信に向けて 

浜松市 HP トップ画面 

トップ画面の下部に行くと・・・  

Facebook 「いいら！」 

Twitter「てんこちょ浜松」 

LINE 公式アカウント 

「しゃんべぇ情報局」 

区の情報から、区を選択する。 

中区は協働センター通信 

東区は東区協働センターだより 

南区は「協働センターだより」 

北区は「協働センターからのお知らせ」 

の項目があり、各協働センターからの情報

が掲載されている 



【資料３】 

Web 
南区には公式 

Facebook「みなみる」もあり、

情報発信されている。 

内容は各協働センターにより

様々であるが、協働センターだよ

りを掲載するだけでなく、実施し

た講座の様子や、講座の募集を掲

載している協働センターもある。 

浜松市 HPトップ画面 → 市政情報 → 広聴・広報 

→ 広報 → 浜松市ソーシャルメディア活用ガイドライン 

→ 浜松市公式ソーシャルメディア一覧とたどって行くと…

北区も公式 Facebook「きたい～ら」を 10 月より開始しました！ 


